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保育について

令和6年度　かつらぎ第二保育園　自己評価表

 　  幸せな家族のように園児・家庭そして保育士が心身ともに朗らかに過ごせる時間を共有できる保育者としての
   　質の向上を（研修・研鑽）をはかっていく。多様化する保育ニーズに対応できる子育て支援センターとしての
   　核となるようにつとめ、居心地のよい環境をつくり、誠実で心を込めた保育に取り組んでいく。

   　職員一同一丸となって思いやりと忍耐をもって、温かな心づくりと乳幼児にかかせない「しつけ」を基本的な
   　ところから見直し、人間として生きていくために、可能性を発揮できる考える子供に育つ為にも保育行事を
   　通じ、手をあわせる心を情操教育の一環としてとりいれています。

 　　　　　　　　　　　　　　A：よくできている　　　　 B：わりとできている
 　　　　　　　　　　　　　　C：一部改善が必要　　　    D：改善しなければならない

保育目標について

内容 意見・改善策

（1）保育士一人一人が、かつらぎ保育園の保育理念、保育方針を理解している 
・保育理念や方針を元に、行事
を行う事も大切であるので、新
しいやり方をとり入れるだけで
なく、古い考えも尊重しながら
やっていきたい。

（2）子ども一人一人の主体性を大切にした保育をしている 

（3）すべての子どもについて一人一人の存在と、その人種を尊重している

内容 意見・改善策

（1）保育計画に基づき、子ども一人一人の発達の姿や興味を把握して、
　　　年間計画、月のカリキュラム、週案を立てている

子ども主体の保育になるような
製作を心掛けたい。絶対的にこ
う作る！という考えは取り払
い、見栄えを求めることがない
ようにしていきたい。

（2）３歳未満児は、現在の姿を理解し、一人一人に保育計画を立てている

（3）素材・用具を適切に活用している 

（4）環境の構成を意識した保育や過程を常に工夫している 

（5）職員間で子どもへの理解を深め、お互いの考えを十分に理解したうえで、
        保育を行っている

（6）１日の流れ（デイリープログラム等）は現行でよい 

食育について

内容 意見・改善策

（1）食育の重要性を理解し、季節や年齢に合わせて食育計画を立てている
・保育士と給食室と意見を交わ
し内容をさらに充実させる。

（2）栄養士、保育士が連携し、会議等で意見を交わしながらより良い給食に
        なるよう努めている

（3）アレルギー疾患等の子どもに対し医師の指導の下、保護者との連携を図り
        適切な対応を行っている

内容 意見・改善策

（1）職員の仕事や役割が明確であり、それぞれの仕事を責任を持って行っている 
・救命救急の研修は、大事です
が以前行ったアンガーマネジメ
ントのような研修（全体の）が
またあってもよいのではと思い
ます。・急な体調不良などがで
た場合でも上手く対応できる体
制が整えられていたと思う。

（2）危機管理意識を持ち、緊急時に対応できる体制が整えられている

（3）園内外の研修は計画を立て実行している
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保護者支援・情報

内容 意見・改善策

（1）保護者に対して、丁寧な言葉遣いと、気持ちの良い対応を心掛けている
職員が迎えに来た保護者に、
ゆっくり話すような時間がとれ
るようにする。

（2）保護者に子どもの伸びているところや課題を伝え、連携をとっている 

（3）様々な園行事を通して保護者との良好な関係を築こうとしている

（4）園だより、クラスだより、掲示板、ホームページ等を通して、保育内容や
        子どもの姿や保護者への情報を発信している

（5）子どもの個人記録は、個人情報保護法に基づいて管理している 

（6）職員に、園内で知り得た事柄に対しての守秘義務を周知徹底している

開かれた保育園

内容 意見・改善策

（1）小学校と連携し、情報交換をする機会を持つ
コロナ後、情報交換は減ってい
る。発達支援は、以前よりも対
応が充実してきた。

（2）気になる子どもの対応について、外部の専門機関と連携をとりながら対応
        している

総合反省
今年度から主食も園での提供になったこともあり、給食室も大変ではあるが、栄養士と保育士が意見を交換するだけでなく、”どうしたらよいか”と
いうところまでもう少しきちっとしていきたいと思う。子ども達が楽しく生活できるように努力することに重点をおきたい。・保育や行事の進め方な
ど、主任に相談をしたり、以上児クラスでよく話し合ってより良い方法を考えて進めていくことができた。保護者の方とも話す機会を多く持ち、良好
な関係をきずけるよう心掛けた。クラスの子ども達の”やってみよう”という気持ちを大切に保育をしていくことができた。・1年間、お友だち、相
手の気持ちを考えるよう、話したり、話し合いの時間を設けたり、小さい子のお世話をして、お兄さん・お姉さんの意識を高めたりできるようになり
過ごし思いやりあるクラスになった。言葉の重さを理解し、相手としっかり話合う姿もみられるようになって良かった。就学への不安もなく、しっか
り自信と自立を持ち、卒園することができました。保育については、個人的にはもっと子ども達に色々な経験をさせてあげられたら良かったと思いま
す。製作では、たくさんの素材を用意したり、自由な表現をする時間をもっととったりして、一斉でやる楽しさ、個人で自由にやる楽しさをもっとバ
ランス良くやってあげたいと思いました。今年は、昨年度の反省を生かし、子ども達主体の保育をしたいきたいと思います。・クラスの職員と連携し
て保育することができた。子ども達にもゆとりを持って接し、発達に合わせて保育ができた。いつのもまして、個人も特性が色々ありましたが、職員
間でも話し合ったり、相談しながら保育ができたと思います。毎日、元気に楽しく登園してくる姿が嬉しかったです。・職員間では、声を掛け合いな
がら、保育ができたと思う。子どもにとってどうある事が良いのか考えて話し合うことが大切かと思う。挨拶は、はっきり気持ち良く発声する事で、
相手の気持ちがさわやかになるように個々が配慮するべきかと思う。私はこれからも、挨拶を大切にしたい。・保育園が初めての保護者もおりました
ので、不安にならないよい保育をして、コミュニケーションもとれたかと思います。・体調崩すことなく元気に楽しみながら子ども達に関わることが
できた。複数担任だったので職員間の連携も色々話合えたり、助けてもらいながら行事や活動に取り組めた。・園児一人一人に向き合い、成長や個性
を把握して対応できたと思います。常に園児や職員の安全を考慮し保育が円満みできるように心掛けてできました。・新入児が多いクラスだったので
一人一人に保育計画を自分なりに考えていました。園児一人一人に対しての接し方を工夫しました。目線を合わせ声掛けをしたり、泣いている子は、
抱っこをして安心して過ごせる様にしました。環境整備では、子ども達・保育士が快適に過ごせる様にして、感染予防に努めました。もう少し職員同
士での情報交換や共有などした方が良いと思った。・今年度から主食を提供するようになり、作業負担が増えたので作業工程や安全面に配慮しなが
ら、仕事に取り組むことができた。・保育士や現場の声を取り入れていく為に、工夫が必要だと感じた。・安心・安全な給食提供の為、日々努め、よ
り良い改善策も考えながらできた。・職員の先生方がスムーズに仕事できるようにフォローしていきたい。報連相に心掛け、ミスが無いようにしてい
きたい。

子育て支援

内容 意見・改善策

（1）地域で子育てをしている親子の交流の場となるように努めている
子どもの発達や不安なことを気
軽に話せるような雰囲気作りに
努めたい。

（2）子どもの心身の発達や育児不安について気軽に相談できるように努めている

（3）園生活の子どもの様子を地域にも発信している


